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2026年 8月 3日 

 
 公益社団法人 日本パブリックリレーションズ協会 

 

 

公益社団法人日本パブリックリレーションズ協会（東京都港区、理事長：山口恭正、略称：PRSJ）

は、8月 20日(木)から「ＰＲアワード 2026」のエントリー受付を開始いたします。 

詳しくは下記 URLをご確認ください。 

＜協会 HP＞ https://prsj.or.jp/pr-award/ 

 

「ＰＲアワード」は、一般企業・団体の広報部門やＰＲ会社の施策に留まらず、社会との共創

を通じてビジネスと世の中を動かした Public Relationsの実践事例を広く募集し、審査を通して

日本を代表する優秀な活動を表彰・公開するものです。日本のコミュニケーション技術の更なる

質的向上と、人材の育成に資するとともに、パブリックリレーションズに対する一層の理解促進

を目的としています。 

前身となる「ＰＲ活動顕彰」は 1961 年に始まり、2001 年に「ＰＲアワードグランプリ」とし

てスタートしてから昨年度で 25年目を迎え、「ＰＲアワード」と改称しました。 

今年の審査団については、審査委員長に田上智子氏（株式会社シナジア）が就任し、審査団全

10名はパブリックリレーションズのプロフェッショナルの方々に加え、学識経験者やジャーナリ

ストの方々で構成しています。多彩なエントリーに対し多角的な視点で評価を行うことにより、

広報・ＰＲ活動の最高峰を選出するアワードの実現を目指します。 

また、9月 15日までにいただいたエントリーについては、「早期エントリー制」の導入により

エントリー料を通常の半額未満とし、応募層の拡大を図ります。 

 スケジュールは、2026年 8月 20日（木）の受付開始から、早期エントリーの締め切りを 2026

年 9月 15日（火）、最終エントリーの締め切りを 10月 13日(火)17:00必着といたします。 

 

 

 

広報・ＰＲ活動の最高峰を選出する 

「ＰＲアワード 2026」 

8月 20日（木）からエントリー受付開始 
（エントリーシートは 8月 1日からダウンロード可能） 

https://prsj.or.jp/pr-award/
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「ＰＲアワード攻略セミナー」について 

 

来る 8月 6日（木）、「ＰＲアワード攻略セミナー」を開催いたします。 

審査委員が自ら登壇し、エントリーシート作成の核心ポイントや、審査委員が評価する着眼点など、

分かりやすく徹底解説いたします。 

参加費無料となっておりますので、ぜひご参加ください。 

＜詳細＞ 

◆日時： 

2026年 8月 6日（木）19:00～20:30 

 

◆場所： 

TEPIA（東京メトロ外苑前駅徒歩 4分） 

東京都港区北青山 2-8-44 

 

◆内容 

― 審査委員長挨拶 

― 「PRアワード 2026」の概要等のご説明 

― エントリーシートの構成と記入ポイントや注意点 

― 質疑応答 

 

◆申し込み方法 

会場参加かオンライン参加をお選びの上、下記 URLからお申し込みください。 

https://prsj.or.jp/event/praw2026seminar/ 

https://prsj.or.jp/event/praw2026seminar/
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「ＰＲアワード 2026」応募概要 

 

◇ 趣旨 

幅広いパブリックリレーションズの活動事例を募集し、審査を通じて優秀な事例を表彰・公

開することで、日本のコミュニケーション技術の質的向上、人材育成に資するとともに、パ

ブリックリレーションズに対する一層の理解促進を図る。 

主催： 公益社団法人 日本パブリックリレーションズ協会 

後援： 経済産業省、日本広報学会、公益社団法人 日本広報協会 
 

◇ エントリー条件 

企業・団体が実施または参加したコミュニケーション活動に留まらず、社会との共創を通じ

てビジネスと世の中を動かしたパブリックリレーションズの実践事例であること。 

活動開始時期に関わらず直近 1年間に成果があがったもの。 

※現在継続している活動を含む 

※過去にエントリーした案件も、上記条件に当てはまれば再度エントリー可 

※事業主体および関係団体より、応募の許可や著作物などの資料使用の許諾を事前に得てい

ることが前提条件となります 

 

◇ 応募について 

日本におけるパブリックリレーションズの幅広い事例を募集します。 

コーポレート・レピュテーションやブランディングの向上、事業成長やマーケティング面で

の貢献、社会的課題解決に向けた貢献活動などの統合的なコミュニケーション活動から、広

報・ＰＲに関する調査研究・著作まで、業界の発展や社会的評価の向上に資する事例をお寄

せください。短期間でのキャンペーンや長期間にわたる組織変革事例なども歓迎します。 

応募に際し、この活動がなぜパブリックリレーションズの事例としてふさわしいかをエント

リーシートの「プロジェクト概要」の欄に明記してください。当協会では、パブリックリレ

ーションズとは、「ステークホルダーおよび社会との間で健全な価値観を形成し、継続的に信

頼関係を築くための活動である。その中心となるものは、相互理解と合意形成、信頼関係を

深めるためのコミュニケーションである。」と定義しています。 

（日本パブリックリレーションズ協会倫理綱領より（https://prsj.or.jp/about/koryo/）） 

 

その上で、次の４つの評価ポイントを明らかにしていただきます。 

 

１） PR Strategy 課題解決のための戦略性 

２） Idea課題解決のための独創性 

３） PR Execution活動内容の専門性または完成度 

４） Impact &  Results 実現した行動変化と事業への影響や社会的にもたらした変化 

 

下記の例をご参照いただき、当該活動の目的とその達成における具体的な成果を記述してく

ださい。 

※なお、いずれの成果イメージにおいてもパブリシティの広告換算を入れることは禁止といたします。 

 
＜応募いただく事例イメージと成果イメージ＞ 

■ ◼ コーポレート・レピュテーションの向上 

 顧客・社員・社会等のステークホルダーからの支持と理解を得て、企業・団体・組織の活動を

円滑に推進し、企業等の価値向上や組織変革に資するコミュニケーション活動 
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例） 
・企業ブランド価値向上のために行う活動全般 
・企業イメージの明確化・確立のために行う活動全般 
・企業イメージ向上のため、好意情勢のために行うソーシャルグッドの活動 
・インターナルのモチベーションアップを実現するための活動 
・企業のリスクマネジメント・クライシスマネジメントに関わる活動 

 【成果イメージ】： 企業レピュテーション・企業イメージ向上の客観的な数値・エビデ

ンスなど 

➢ ■ ◼ マーケティング面における貢献 

 商品・サービスの開発、市場への参入・規模拡大を望ましい形で展開していくためのコミ

ュニケーション活動 
例） 
・新商品、新カテゴリー創出のための情報環境創造と具体的な話題化・実績の獲得など 
・商品に対する新たなブランドイメージ獲得による販売実績の向上など 
・ロングセラー商品の話題維持拡大、新たなイメージ創出による市場拡大や販売実績の向上な
ど 

 【成果イメージ】： 商品・サービスの売上や話題化獲得の客観的なエビデンスなど 
 

■ ◼ ソーシャルグッドによる新たな意識・行動の実現 

 企業・公共機関・団体が、社会の重要な構成員として、社会的課題解決に向けた取り組み

や社会貢献の推進を積極的に行うためのコミュニケーション活動 
例） 
・NPO 法人など非営利組織が提起する新たな認識拡大や行動喚起などを実現する活動 
・企業の事業持続化のために必要な社会的な課題解決を実現するための意識啓発、行動喚起の
ための活動 

 【成果イメージ】： ソーシャルグッドのための活動・プログラムの認知度向上、参加者

の増加等の客観的なエビデンスなど 
 

■ ◼ 日本や世界のパブリックリレーションズの価値向上や新たな手法解決に貢献する活動 

 パブリックリレーションズにおける調査や研究開発、執筆活動など、日本におけるパブリ

ックリレーションズの質的な向上や普及拡大に貢献したもの 
例） 
・パブリックリレーションズにおける知見を公益に資する知識財として普及・拡大する活動（著
作や講演活動など） 

・パブリックリレーションズ領域に携わる人たちが共有できる新たな手法やプログラムの開発 

 【成果イメージ】： それぞれの目的とそれに対する客観的なエビデンスや成果を明記し

てください 

 

◇ スケジュール 

■ エントリーシート公開 ： 2026年 8月 1日（土） 

■ PRアワード攻略セミナー ： 2026年 8月 6日（木）19：00～20:30 

（オンライン配信有、無料） 

■ 募集開始 ： 2026年 8月 20日（木） 

■ 早期エントリー締切 ： 2026年 9月 15日（火）中に受付記録があるもの 

■ 最終エントリー締切 ： 2026年 10月 13日（火）17：00必着 

■ 審査 ： 一次審査会：2026年 11月 11日（水）10:00～13:00 

最終審査会：2026年 12月 1日（火）14:00～20:00 

■ 表彰式 ： 2026年 12月 15日（火）16：30～20：00予定 
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◇ エントリー方法 

① PRSJ ウェブサイト「PR アワード 2026」（8 月 1 日オープン）からエントリーシートをダ

ウンロードし、ご記入ください。 

② エントリーフォーム（8月 20日受付開始）に必要事項を入力しエントリーシートを添付

後、登録を完了してください。 

※自動返信の確認メールが届かない場合、受付が正常に完了していない可能性がありま

すので、事務局までお問い合わせください。 

③ 全てのエントリー締め切り後に、エントリー料の請求書を送付いたします。 

2026年 11月 30 日(月)までにお振込みをお願いします。 
 

◇ エントリー料 

      早期エントリー：12,000円（税込）／1件（振込手数料別途） 

      最終エントリー：25,000円（税込）／1件（振込手数料別途） 
 

◇ 審査方法 

審査委員長と 9名の審査委員の計 10名で審査団を構成。全員が一堂に会して議論形式の審査

会を開催。全エントリーに対し厳正な審査を行い、「グランプリ」「ゴールド」「シルバー」「ブ

ロンズ」の各賞を決定いたします。なお、顕彰委員会及び審査委員の協議により、上記の賞

以外の表彰を行う場合もございます。 

1． 一次審査（11月 11日(水)予定） 

審査委員が全エントリーを在宅審査し、その結果をもとに一次審査会にて上位エントリ

ー（10件程度）を決定いたします。 

審査終了後 2～3 日以内に、審査結果をご担当者にメールにてご連絡いたします。 

2． 最終審査（12月 1日(火)予定） 

一次審査で決定した上位エントリー（10 件程度）によるエントリー内容の説明と審査委

員からの質疑応答を実施（1組 15分程度）。全てのセッション終了後、「グランプリ」、「ゴ

ールド」、「シルバー」、「ブロンズ」各賞を決定いたします。 

審査終了後 2～3 日以内に、審査結果をご担当者にメールにてご連絡いたします。 

3． 表彰式・プレゼンテーションについて 

上位受賞の皆様には、受賞内容についてプレゼンテーションを行っていただきます。 

日時：2026年 12 月 15日（水）16：30～20：00（予定） 

※詳細は、11月下旬に受賞者に個別に連絡 

 

◇ 表彰 

「グランプリ」 ： 1点（トロフィーを授与） 

「ゴールド」  ： 2点（トロフィーを授与） 

「シルバー」  ： 3点（トロフィーを授与） 

「ブロンズ」  ： 4点（トロフィーを授与） 

※上記は目安であり、最終的な表彰点数は審査団の協議により決定いたします 
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◇ 審査団（敬称略、50 音順） 

 

■審査委員長 （敬称略）  

田上 智子 株式会社シナジア 代表取締役 

 

■審査委員(9名) （敬称略／氏名 50音順）  

 

阿久澤 真木 株式会社プラップジャパン  

戦略企画部 Planning Director 

岩崎 真之介 株式会社サニーサイドアップ 

パブリックリレーションズ事業本部 執行役員 

植野 友生 味の素株式会社  

食品事業本部 マーケティングデザインセンターコミュニケーションデザイン部 

コミュニケーション戦略グループ PR チーム長 

尾上 玲円奈 株式会社マテリアル 取締役 

木村 友輔 株式会社博報堂 

PR 局 PR プラニング１部 部長 チーフ PR ディレクター 

国枝 智樹 上智大学 

文学部新聞学科 ・ 准教授 

竹下 隆一郎 株式会社 TBS テレビ  

特任執行役員 Cross Dig with Bloomberg  

チーフコンテンツオフィサー 

南部 かおり シック・ジャパン株式会社  

マーケティング本部 コミュニケーション部長 

橋本 良輔 株式会社電通 PR コンサルティング  

統合コミュニケーション局 次長 

 

◇ 「ＰＲアワード 2026」上位入賞者の発信に関して（必ずエントリー前にご一読お願いします） 

① 本年度は表彰式・プレゼンテーション（12 月 15 日開催）の模様はオンデマンド配信す

ることを想定しています。受賞事例内容がネットで公開される場合があることについて

も、必ず事業主体の許諾を取るようにしてください。 

② 当協会の Web サイト、アーカイブ、プレスリリース等で受賞および活動内容の紹介（エ

ントリーシート／プレゼン動画の公開含む）を行います。 

③ 協会へのメディア取材や協会主催のセミナー等で、活動内容について紹介する場合があ

ります。（※随時許諾範囲を確認します）。 

④ 受賞企業・代理店は積極的な広報発信をお願いします。 

⑤ 今後、PRアワードに関する告知・啓発活動や、協会が参加するイベント等にご協力いた

だく場合があります。



7 

 

添付資料 1 

「ＰＲアワード」前年度受賞一覧 (会社名は当時) 
※2024 年以前の受賞エントリーについては下記 URL からご覧いただけます。 

https://prsj.or.jp/pr-award/list/ 
2025 年度 
【グランプリ】 

◇PR パーソンの未来予測を、災害対応に応用『能登半島地震 命を守る災害対応リアルタイム広報』 

事業主体：石川県 

エントリー会社：株式会社博報堂／株式会社北陸博報堂／ 

株式会社博報堂プロダクツ／株式会社オズマピーアール／株式会社レオン 

 

【ゴールド】 

◇人気スポット消失の危機を、笑いによる合意形成で地域を巻き込む物語に道頓堀 金龍のしっぽプロジェクト 

事業主体：金龍製麺株式会社 

エントリー会社：株式会社博報堂/株式会社オズマピーアール 

 

【シルバー】 

◇中小企業の“賃上げ”の閉そく感を打破!福利厚生を活用した新たな賃上げ手法「第 3の賃上げ」 

事業主体：株式会社エデンレッドジャパン 

エントリー会社：株式会社エデンレッドジャパン／KMCgroup 株式会社 

 

◇物件探しを強化したいけど、お金も社内人的リソースが足りない…そうだ! 

お客様に地元の物件を探してもらおう!「バーガーキングを増やそう」キャンペーン 

事業主体：BURGER KING JAPAN(ビーケージャパンホールディングス) 

エントリー会社：ザ・プロデュース合同会社／株式会社 DE／株式会社アンティル／株式会社 sfrth 

 

◇「助けたいから買う」 ― 貢献意欲を引き出し、食品ロスの削減につなげたファミマの『涙目シール』 

事業主体：株式会社ファミリーマート 

エントリー会社：The Breakthrough Company GO 

 

◇人生 100 年時代をどう生きるか 介護施設のシニア 1 万人と紡ぐ「Be サポーターズ!」の幸せな物語 

事業主体：サントリーウエルネス株式会社 

エントリー会社：サントリーウエルネス株式会社 

 

【ブロンズ】 

◇人がいないなら呼んでこよう! 

市民の「手伝って」を伝えるプラットフォーム“ヒダスケ!”で年間 1,500 人の担い手を確保 

事業主体：岐阜県飛騨市 

エントリー会社：岐阜県飛騨市 

  

◇第三者推奨を起点とした従業員エンゲージメント向上プロジェクト 「おかんパン」 

事業主体：株式会社ダイヤ 

エントリー会社：株式会社ダイヤ/株式会社はずむ 

  

◇業界の垣根を超えた難病支援プロジェクト「I know IBD」 

事業主体：アッヴィ合同会社 

エントリー会社：株式会社プラップジャパン 

  

◇回転レーンで世界つなぐ―70 カ国の料理が巡る、「回転すし、魅力最・再訴求」万博プロジェクト 

事業主体：くら寿司株式会社 

エントリー会社：株式会社電通 PR コンサルティング 

 

【審査委員特別賞】 

◇能登半島地震の被災地で生まれたカプセルトイ 珠洲市立大谷小中学校 児童生徒 発案“OHTANI CHARM” 

事業主体： 珠洲市立大谷小中学校 

エントリー会社： 青山きえ／小川琴子／松谷桜／株式会社アドビジョン銀座／一般社団法人 2025PROJECT 

https://prsj.or.jp/pr-award/list/
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添付資料 2 

公益社団法人 日本パブリックリレーションズ協会について 

 

 

公益社団法人日本パブリックリレーションズ協会（略称：PRSJ）は、日本PR協会（1964年結成）

と日本PR業協会（1974年設立）が1980年に合併統合され、時代に即したPRの在り方の探求とPR

の啓発・普及を図るために設立されました。 
 

現在は、一般の企業・団体の広報部門、PR業およびPR業関連会社、それに有識者などの個人会員

を含む約700名で組織されているパブリックリレーションズ（PR）のプロフェッショナル団体で

す。2012年4月には公益社団法人の認定を受けました。 
 

主な事業としては、「各種研修」「セミナー」などの教育事業、会員相互の交流事業、メールマ

ガジン「協会ニュース『Relations』」や「広報のミカタ（旧PR手帳）」などの配信・出版事業、

優れたPR事例を顕彰する「PRアワード」、傑出したPRパーソンを表彰する「日本PR大賞PRパーソ

ン・オブ・ザ・イヤー」、広く社会や地域の発展に寄与した人物・団体を表彰する「日本PR大賞

PRシチズン・オブ・ザ・イヤー」の運営などを行っており、これらの活動を通じてパブリックリ

レーションズの普及と啓発、広報・PRスキルの向上、倫理の徹底を推進しています。 
 

2007年には、PRプロフェッショナルとしての知識やスキル、職能意識を認定する「PRプランナー

資格認定制度」をスタートさせ、協会内外の広報・PRパーソンや、広報・PRに興味を持つ学生な

ど、幅広い人々に「PRプランナー」などの資格を付与しています。 
 

2009年10月、時代の要請に応える広報・PR人材育成センターを目指し、実務能力の向上を目的と

した「広報PRアカデミー」（現在は「パブリックリレーションズ実務講座」）を新たに開講いた

しました。 

 

また2018年10月、PRプランナー試験に対応した公式テキストを全面改訂し、『広報・PR概説（1

次試験対応テキスト）』と、『広報・PR実践（2次・3次試験対応テキスト）』を、2019年6月に

は『広報・PR資格試験参考問題集』を出版し、毎年改訂版を発刊しています。 
 

2019年6月、パブリックリレーションズ活動の指針を定めた「PR活動ガイドライン」を策定いた

しました。PRの仕事に携わるすべての関係者に向けて、PR活動のあるべき姿を提示するとともに、

高い倫理観の下でPR活動の社会的責任を強く自覚することを求めています。 
 

当協会はこれらの活動を通じて、広報・PRの啓発と普及、発展に努めています。 

 

 

公益社団法人 日本パブリックリレーションズ協会 

〒106-0032 東京都港区六本木 6-2-31 六本木ヒルズノースタワー5Ｆ 

TEL：03-5413-6760 FAX：03-5413-2147 


